
これまでの経緯

H23年３月 策定（Ⅰ期計画）

H28年３月 中間見直し（Ⅰ期計画）

R３年３月 一部見直し（Ⅰ期計画）

今後について（予定）

R５年３月 改定（Ⅱ期計画）

R９年３月 中間見直し（Ⅱ期計画）
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基本的な考え方の転換

① みどりの役割毎の機能・効果を明示する
新型コロナによる新たな生活様式やＳＤＧｓの目標達成に向けた

みどりの活用など、社会情勢の変化を的確に捉え“みどりの役割”

である「環境保全」「レクリエーション」「防災」「景観形成」の

機能・効果を示す。

② 新たに“おおた”のみどり方針を示す
「質」に関する取組みに向けて、区のみどり全体に対する方針を

設け、みどりの魅力創出や活用検討を行う。

③ 大田区におけるグリーンインフラの取組みを検討する
公園・緑地、河川、池等の自然環境が有する多様な機能を活用し、

持続可能で魅力ある地域づくりを進める。

④ 新たに樹木、街路樹の維持管理に関する方針を示す
みどりにおける安全性の確保や樹木更新等について、みどりの維

持管理に関する方針を示す。
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大田区緑の基本計画「グリーンプランおおた」改定に向けた中間報告について

緑の基本計画とは

１．大田区緑の基本計画グリーンプランおおた

２．令和４年度の計画改定に向けて

計画改定に向けて

本計画は前期計画と後期計画に

分かれており、令和３・４年度の２

か年を改定期間として、後期計画

にあたる「Ⅱ期計画」を策定する。

都市緑地法第４条に基づき、緑地の保全や緑化の推進に関する将来像、目標、施策など

を定める「市町村の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画」である。

大田区では、平成23年３月に20か年の長期目標を定め、大田区緑の基本計画「グリー

ンプランおおた」を策定した。

コミュニティの創出 魅力ある空間の創出

生物多様性 レクリエーション

Ｒ４年度 改定スケジュール（予定）

２０か年計画の考え方

３．計画改定のポイント

改定に向けた考え方

社会情勢の変化や区の抱える課題を把握し、緑の満足度向上のための考え方を

改めて整理することで、緑を増やし保全する取組みに加え、今ある緑を更新・活用

していく「質」に関する取組みを推進する。

グリーンプラン改定に伴う「協働の推進」

緑の基本計画

グリーンプラン

おおた

区民

行政事業者

区民の役割

・みどりを知り、親しむ機会への積極的な参加

・区民活動とみどり施策との連携推進

事業者の役割

・事業所内の積極的な緑化及び適切な維持管理

・地域住民や行政と連携し、みどり活動の拡充

行政の役割

・グリーンインフラによるみどり施策の再構築

・みどりに関する制度等の情報発信を強化
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防災
〇火災の延焼防止
〇都市水害の軽減
〇避難地、復旧活動拠点

景観形成
〇良好な景観形成
〇歴史あるみどりの継承
〇観光の振興

環境保全

〇生物多様性
〇地球温暖化の緩和
〇騒音低減
〇雨水浸透・保水機能の拡充

レクリエーション

〇健康・福祉の向上
〇コミュニティの形成
〇憩いとにぎわいの創出
〇自然とのふれあい
〇自然環境の継承

みどりの役割 機能・効果

大田区緑の基本計画「グリーンプランおおた」改定に向けた中間報告について

４．改定ポイントの概要について

① みどりの役割毎の機能・効果を明示する

② 新たに“おおた”のみどり方針を示す

③ 大田区におけるグリーンインフラの取組みを検討する

④ 新たに樹木、街路樹の維持管理に関する方針を示す

社会情勢の変化

・気候変動等による環

境への意識の高まり

・コロナ禍での新たな

生活様式

・激甚化する自然災害

への対応

・樹木等の維持管理に

関する課題

社会情勢の変化などから、みどりの役割の見直しを行い、課題解決に求めら

れる機能や効果を示すとともに、みどり施策の更新や統合などに活用する。

計画改定の新たな視点として、グリーンプランで示す「みどりのまちづくりの課

題」への解決手法となる「グリーンインフラの方針」を示す。

また、グリーンインフラの取組みにより、「既存施策の再構築」や「新たな施策の

検討」を進める。

グリーンインフラの取組み（例）

・雨水貯留や浸透機能の確保・向上

・公共施設の緑化推進による脱炭素
社会への取組み

・公園・緑地等の空間を活用した
コミュニティの創出

近年の激甚化する気象災害等を受け、危険性に応じた措置が求められてい

る。公共施設の樹木や街路樹については、周辺環境への影響や安全性の確保

を考慮して、樹木の更新等の植栽管理に努め、区内に残された貴重なみどり

を適切に保全していく。

今回の計画改定では、新たに「質」に関する取組みを検討することから、

区全体のみどりの考え方に基づく、「新たな取組み」を示すことで、緑の満

足度のさらなる向上を目指す。

新たな取組み

・既存の緑の活用や新たな緑の創出など、

「魅力あるみどりの創出」に関する取組み

を検討する。

・みどりのまちづくりの課題解決に向けて、

「グリーンインフラ事業計画」を策定する。

基準点（樹木）

B C

A

「魅力あるみどりの創出」

基準点毎に目標値等を定め、質に

関する取組みとして、緑の満足度

向上を図る。

取組みイメージ

田園調布のイチョウ並木 桜並木（二十一世紀桜）



大田区緑の基本計画「グリーンプランおおた」改定に向けた中間報告について 参考資料

～10代

5（1%）

20代

49（8%）

30代

132（22%）

40代

132（22%）

50代

140（23%）

60代

84（14%）

70代

60（10%）

80代以上

5（1%）
単位：人（%）

n=607

～10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80代以上

質問１：コロナ禍において、屋外空間
の利用など、みどりにふれあう機会に
変化があったか教えてください。

78（53%）

66（45%）

42（28%）

16（11%）

12（8%）

8（5%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

公園や道路で散歩（ウォーキング）する機会が増えた

公園や河川等、自然環境にふれあう機会が増えた

公園で遊ぶ（遊ばせる）機会が増えた

敷地や区民農園を利用し、花や野菜を育てるようになった

その他

公園や広場等のオープンスペースで仕事をする機会が増えた

単位：人（%）
n=148

※複数回答可

調査日：令和３年8月20日（金）～9月20日（月） 回答数：607件

◆大田区緑の基本計画「グリーンプランおおた」に関する区民アンケート

アンケート概要

調査方法：ＷＥＢアンケート

「ふれあう機会が増えた、休日にふれあう機会が増えた」の内訳

ふれあう機会

が増えた

85（14%）
休日にふれあう

機会が増えた

63（10%）

変化はなかった

179（29%）

ふれあう機会が

減った

198（33%）

ふれあう機会

がなくなった

82（14%）

単位：人（%）
n=607

質問２：大田区における、みどりの
量に対する満足度を教えて下さい。

満足

21（4%）

どちらかとい

えば満足

164（27%）

どちらかといえば

不満

232（38%）

不満

145（24%）

わからない

45（7%）

単位：人（%）
n=607

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満

わからない

質問３：樹木の保全、整備、管理の
面から見たみどりの質に対する満足
度を教えて下さい。（公共施設にお
ける樹木の維持管理について）

満足

30（5%）

どちらかといえば

満足

272（45%）どちらかとい

えば不満

129（21%）

不満

76（13%）

わからない

100（16%）

単位：人（％）

n=607

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満

わからない

質問４：今後の大田区におけるみどりの役割として、求めるものをお選
びください。（複数回答可）

452（31%）

387（27%）

316（22%）

274（19%）

28（2%）

0 100 200 300 400 500

ヒートアイランド現象やCO2削減等の環

境対策に関すること

子育て空間の創出や健康づくりの場を

提供すること

災害時の避難路や避難場所となること

地域のみどりや区民農園等のふれあえ

る場を提供すること

その他

単位：人（%） n=607

※複数回答可


